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筑波大学人文社会科学研究科国際政治経済学専攻 

世界銀行等大学院奨学金プログラムの概要 

 

1. 奨学寄附金の寄付者 

 

 世界銀行（国際復興開発銀行） 

1944年 7月に世界44カ国が参加して結んだ国際金融機構についての協定に基づき

加盟諸国の出資によって設立された国際的銀行で、国際的投資を促進し、これに

便宜を与える事を目的として設置された。（加盟国 184 カ国） 

 

 アフリカ開発銀行 

アフリカ地域の経済・社会的発展を支援することを目的として、1964 年 9 月に設

立された国際開発銀行である。（加盟国 77 カ国） 

 

 米州開発銀行 

ラテン・アメリカ、およびカリブ海諸国の経済・社会開発を促進する目的で、1959

年に設立された国際地域開発金融機関である。（加盟国 46 カ国） 

 

2. 目的 

 

当プログラムの目的は開発途上国における経済政策助言者および管理者の適任者

養成の要請に応じ、大学院課程での経済開発に関する分野の研究を対象に奨学金を支

給し、開発に関する研究および教育の機会を提供すること、そして経済開発の分野で

活躍する高度な研修を受けたプロフェッショナルの集団を作り上げることにある。 

 

3. 経緯 

 

このプログラムは世界銀行と本学との協定により、1995 年（平成 7）４月に開発

途上国から隔年 10名の学生を同銀行の拠出金によって国際政治経済学研究科に受け入

れるプログラム（待遇は国費留学生相当）として発足した。受入学生は発展途上国の

経済官庁や関連研究機関等において開発計画の立案や研究に従事する若手職員（おお 

むね 35 歳以下）であり、本研究科に 2年以上在学し、所定の単位を修得して修士論文

（博士中間評価論文）の審査に合格したものに修士（国際政治経済学）を授与してい

る。 
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第一次契約期間である第一期から第 3 期を満了したのち、同研究科はこのプログ

ラムを更に延長して第二次契約期間として実施することとし、第 4期は 2001 年（平 13）

4 月から 2003 年（平 15）3 月まで、第 5期は 2003 年（平 15）4 月から 2005（平 17）3

月まで、第 6期は 2005 年（平 17）4 月から 2007（平 19）3 月まで実施した。さらに第

二次契約の特別延長として、現在は第７期が 2007 年（平 19）4 月から 2009 年（平 21）

3 月まで実施されており、今年度末には第三次契約（第 8 期～第 11 期）が世銀との間

で交わされる予定である。 

 

2001 年（平 13）4 月からは、米州開発銀行、及びアフリカ開発銀行の奨学生につ

いても同形態で受け入れており、第 4 期は各銀行より 2 名、第 5 期は各 1 名、第 6 期

は各 2名、第 7期は米州開発銀行 1名、アフリカ開発銀行 2名の奨学生を受け入れた。

また、2001 年（平 13）4 月からは大学改変に伴い国際経済学研究科から人文社会科学

研究科国際政治経済学専攻へと受入が変更された。 

 

4. 実績 

 

 第 1期生 10 名 全員修士号取得 

（エチオピア、ケニア、タンザニア、中国、モンゴル、カザフスタン（2）、ガイ

アナ、マケドニア、ヨルダン、） 

 

 第 2期生 10 名 全員修士号取得 

（ナイジェリア、ザンビア、インドネシア、アゼルバイジャン、リトアニア、 

ペルー、エジプト、ヨルダン、インド（2）） 

 

 第 3期生 12 名 中国の 1名を除いて全員修士号取得 

（ウガンダ、カンボジア、アルメニア、中国、インド、ブータン、フィリピン、

ウズベキスタン、チリ、メキシコ、エジプト、パキスタン） 

 

 第 4期生 14 名 カンボジアの 1名を除いて全員修士号取得 

（ケニア、エチオピア、ナイジェリア、タンザニア、ペルー、ベネズエラ、 

ブラジル、フィリピン、ブータン、カンボジア、ベトナム、ルーマニア、 

ウズベキスタン、エジプト） 

 

 第 5期生 12 名 全員修士号取得 

（ケニア、タンザニア、ルワンダ、ジンバブエ、ガイアナ、アルメニア、 
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ベトナム、ブータン、ネパール、バングラデシュ、パキスタン、モンゴル） 

 

 第 6期生 14 名 全員修士号取得 

（ケニア（2）、エチオピア、ジンバブエ、フィジー、ネパール、フィリピン、 

パキスタン、中国、エクアドル、ブラジル（3）、チリ） 

 

修了生数国別一覧表 （計 72 名） 

 

(アフリカ) 計 18 名 （東アジア） 計 13 名 

ケニア 5 中国 3 

タンザニア 3 フィリピン 3 

エチオピア 3 カンボジア 2 

ナイジェリア 2 モンゴル 2 

ジンバブエ 2 ベトナム 2 

ザンビア 1 インドネシア 1 

ウガンダ 1   

ルワンダ 1   

（中南米） 計 13 名 
（ヨーロッパ･ 

中央アジア） 
計 10 名 

ブラジル 4 ウズベキスタン 2 

ガイアナ 2 カザフスタン 2 

ペルー 2 アルメニア 2 

チリ 2 アゼルバイジャン 1 

メキシコ 1 リトアニア 1 

ベネズエラ 1 マケドニア 1 

エクアドル 1 ルーマニア 1 

（南アジア･ 

大洋州） 
計 13 名 （中東･北アフリカ） 計 5 名 

ブータン 3 エジプト 3 

インド 3 ヨルダン 2 

パキスタン 3   

ネパール 2   

バングラデシュ 1   

フィジー 1   

  


